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シ
ア
ト
ル
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン 同

で
の
子
ど
も
食
堂
の
イ
ベ
ン
ト
、
制
服
・
文
房
具
・
ラ
ン
ド
セ
ル

な
ど
の
学
用
品
の
提
供
、
高
校
生
に
よ
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ

の
生
活
支
援
な
ど
の
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
設
立
の

経
緯
に
つ
い
て
、「
こ
ど
も
食
堂
を
し
て
い
る
と
、
大
量
に
寄
付
が

集
ま
っ
て
く
る
。
そ
の
寄
付
さ
れ
た
も
の
を
こ
こ
だ
け
で
は
な
く
、

別
の
こ
ど
も
食
堂
に
配
布
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
り
た
い
と
思

い
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
が
出
来
た
」と
生
駒
さ
ん
。
野
菜
は
農
家
や
農

業
試
験
場
か
ら
、
地
域
の
食
品
企
業
な
ど
か
ら
は
、
肉
な
ど
の
冷
蔵・

冷
凍
品
の
寄
付
も
あ
る
。
仕
分
け
の
作
業
は
、
近
隣
の
高
校
生
な
ど

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
担
当
し
て
く
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
を
含
む
県
内
３
つ
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
が

連
携
し
て
設
立
さ
れ
た「
佐
賀
県
フ
ー
ド
バ
ン
ク
連
絡
会
」が
主
催
と

な
り
、
１
月
５
日
か
ら
31
日
ま
で
、
県
内
一
斉
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
が

行
わ
れ
た
。
家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
料
品
を
、
企
業
や
行
政
の
施
設

な
ど
に
持
ち
寄
り
、
そ
れ
ら
を
取
り
ま
と
め
て
地
域
の
福
祉
団
体
に

寄
付
す
る
取
り
組
み
で
、
県
内
の
コ
ン
ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー
、
企
業
な

ど
の
97
箇
所
に
回
収
場
所
が
設
置
さ
れ
、
佐
賀
県

全
体
で
展
開
さ
れ
た
。

　
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
食
で
支
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
。
代
表
の
生
駒
さ
ん
に
、
こ

れ
か
ら
の
想
い
を
聞
い
た
。「
ど
ん
な
家
庭
の
子

で
も
、
地
域
の
中
で
あ
た
た
か
く
迎
え
入
れ
ら

れ
る
場
を
つ
く
り
た
い
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て『
こ
こ
に
い
て
い
い
』と
思
え
る
よ
う
な
居
場
所

を
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
育
て

て
い
き
た
い
で
す
」。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
の
役
割

　
前
回
は
、
自
治
的
な
活
動
を
財
政
的
に
支
援
す

る
と
同
時
に
、
行
政
や
地
域
組
織
と
の
協
働
も
推

進
す
る
も
の
と
し
て
、
シ
ア
ト
ル
市
の
近
隣
マ
ッ

チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド
を
紹
介
し
た
。
本
稿
で
は
、

「
ピ
ー
パ
ッ
チ（P-Patch

）コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー

デ
ン
」プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る（
補
注
1
）。

　

こ
の
施
策
は
１
９
７
３
年
に
開
始
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
シ
ア
ト
ル
市
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
の
中
で
も
、
最
も
古
く
か
ら
取

り
組
ま
れ
て
き
た
。
現
在
市
内
に
は
90
か
所
の

ピ
ー
パ
ッ
チ
ガ
ー
デ
ン
が
あ
り
、
３
７
０
０
超
の

個
別
区
画
で
は
、
市
民
園
芸
家
た
ち
が
野
菜
や

花
、
ハ
ー
ブ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
。

　

ピ
ー
パ
ッ
チ
ガ
ー
デ
ン
は
一
般
に
公
開
さ
れ

て
お
り
、
地
域
の「
み
ん
な
の
庭
」と
な
っ
て
い

る
。
春
に
は
花
が
訪
れ
る
人
々
を
楽
し
ま
せ
、
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
そ
の
家
族
だ
け
で
な
く
近

隣
や
市
域
全
体
の
人
々
に
も
、
豊
富
な
作
物
が

シ
ェ
ア
さ
れ
る
。
実
際
、
毎
年
多
く
の
収
穫
物

が
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
に
寄
付
さ
れ
て
お
り
、

２
０
２
４
年
に
は
19
ｔ
に
も
の
ぼ
っ
た
。

　
期
待
さ
れ
る
機
能
は
多
岐
に
わ
た
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
成
長
さ
せ
、
市
民
参
加
を
育
て
、
園

芸
技
術
を
学
び
、
市
民
の
自
然
へ
の
関
わ
り
を

増
や
し
、
飢
え
に
対
応
し
、
多
世
代
・
多
文
化

間
の
理
解
を
芽
生
え
さ
せ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

■
個
別
区
画
の
利
用

　
各
ガ
ー
デ
ン
の
つ
く
り
は
個
性
的
で
あ
る
が
、

シ
ア
ト
ル
市
民
が
利
用
可
能
な
個
別
区
画
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
管
理
す
る
共
有
エ
リ
ア
で
、
主

に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

個
別
の
区
画
を
利
用
し
た
い
場
合
に
は
、
希

望
す
る
ガ
ー
デ
ン
の
待
機
リ
ス
ト
に
登
録
す
る
。

１
年
程
度
で
借
り
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
人
気

ガ
ー
デ
ン
で
あ
れ
ば
、
何
年
か
待
つ
こ
と
も
あ

る
。
区
画
の
広
さ
に
よ
っ
て
賃
貸
料
が
異
な
り
、

９
平
方
ｍ
程
の
広
さ
で
年
間
８
千
円
程
度
で
あ

る
。
支
払
い
が
困
難
な
世
帯
に
は
、
支
援
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

個
別
区
画
の
利
用
者
は
、
区
画
を
良
好
な
状

態
に
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
春
に
は
除
草

と
種
や
苗
を
植
え
、
夏
に
は
水
を
や
り
、
秋
に

は
収
穫
と
片
付
け
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
使
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用
料
に
加
え
て
、
ガ
ー
デ
ン
内
の
共
有
エ
リ
ア

維
持
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
、
毎
年

８
時
間
従
事
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

市
は
、
歴
史
的
に
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
て
い
な
い
層
に
、
優
先
的
に
区
画
を
割
り

当
て
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
一
定
の
人
種

や
、
低
所
得
世
帯
、
移
民
・
難
民
な
ど
が
該
当

す
る
。
２
０
２
３
年
に
新
規
に
割
り
当
て
ら
れ

た
８
６
０
区
画
の
う
ち
、
約
40
％
が
優
先
的
に

割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。

■
ピ
ー
パ
ッ
チ
ガ
ー
デ
ン
の
運
営

　

各
ガ
ー
デ
ン
の
運
営
は
、
基
本
的
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
や
リ
ー
ダ
ー
チ
ー
ム

が
行
っ
て
い
る
。
リ
ー
ダ
ー
は
、
ピ
ー
パ
ッ
チ

ガ
ー
デ
ン
運
営
上
の
様
々
な
役
割
を
果
た
す
。
個

別
区
画
の
管
理
も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
区
画
が
放

置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
事
者
に
管
理
を

促
す
。

　
そ
の
他
、
ガ
ー
デ
ン
や
利
用
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
円
滑
に
維
持
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
う
。

交
流
を
促
進
す
る
た
め
に
、
新
規
利
用
者
へ
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
持
ち
寄
り
パ
ー
テ
ィ

を
企
画
す
る
。
メ
ン
バ
ー
の
困
り
ご
と
の
相
談
、

も
め
ご
と
の
調
整
、
市
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
絡

な
ど
を
請
け
負
う
。ま
た
、共
有
エ
リ
ア
の
管
理・

維
持
と
そ
の
た
め
の
作
業
会
を
運
営
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
時
間
を
有
効
活
用
す
る
。
ガ
ー
デ
ン

利
用
者
以
外
と
の
協
働
も
重
要
で
あ
り
、
寄
付

の
た
め
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
の
調
整
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
る
た
め
に
、
学
校
や
宗
教
団
体

な
ど
と
連
携
す
る
。
地
域
に
向
け
て
、
収
穫
物

の
販
売
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
す
る
。

　

共
有
エ
リ
ア
に
は
、
備
品
倉
庫
、
ベ
ン
チ
や

あ
ず
ま
や
、
子
ど
も
向
け
ガ
ー
デ
ン
、
果
樹
園

や
花
壇
、
子
ど
も
や
大
学
生
と
一
緒
に
作
成
し

た
ア
ー
ト
作
品
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
が
充
実
し

て
い
る
ほ
ど
、
管
理
に
は
人
手
が
必
要
と
な
る
。

こ
う
し
た
構
造
物
を
新
た
に
設
置
し
た
り
、
変

更
を
加
え
た
り
す
る
場
合
に
は
、
利
用
者
や
市

の
ス
タ
ッ
フ
と
協
議
し
、
近
隣
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ

ン
ド
な
ど
か
ら
資
金
を
調
達
す
る
。

■
ピ
ー
パ
ッ
チ
ガ
ー
デ
ン
の
事
例

（
１
）ピ
カ
ル
ド
フ
ァ
ー
ム
ピ
ー
パ
ッ
チ

　

こ
こ
は
制
度
の
元
と
な
っ
た
場
所
で
、
ピ
ー

パ
ッ
チ
の
Ｐ
は
ピ
カ
ル
ド
家
を
表
し
て
い
る
。

１
９
７
０
年
代
初
頭
の
不
況
時
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大

学
の
学
生
が
、
ピ
カ
ル
ド
家
の
農
場
の
一
部
を

借
り
、
近
隣
の
子
ど
も
や
そ
の
家
族
と
と
も
に
、

豆
な
ど
を
植
え
た
。
協
力
し
た
家
族
に
は
、
自

分
た
ち
が
栽
培
で
き
る
小
さ
な
区
画
が
提
供
さ

写真1：個別区画の多いピカルドファーム（2025年4月撮影）写真2：食べものを持ち寄って行われる作業会後のポットラックパー
ティ（2025年11月撮影）
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最適解の見えない地域状況を再考する論文

れ
た
。
こ
の
場
所
を
シ
ア
ト
ル
市
が
買
い
取
り
、

１
９
７
３
年
に
ピ
カ
ル
ド
フ
ァ
ー
ム
ピ
ー
パ
ッ

チ
が
誕
生
し
た
。
翌
年
に
は
、
余
暇
活
動
の
促
進

と
公
共
空
間
の
確
保
を
目
的
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ガ
ー
デ
ン
政
策
が
市
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
、
ピ
ー

パ
ッ
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
た
。

　

ピ
カ
ル
ド
フ
ァ
ー
ム
に
は
、
市
内
で
一
番
多

い
２
５
０
の
個
別
区
画
が
あ
る（
写
真
１
）。
共

有
エ
リ
ア
も
、
備
品
倉
庫
と
あ
ず
ま
や
、
コ
ン

ポ
ス
ト
ト
イ
レ
、
リ
ン
ゴ
や
プ
ラ
ム
の
果
樹
園
、

子
ど
も
用
ガ
ー
デ
ン
、
寄
付
用
区
画
、
養
蜂
箱

な
ど
が
あ
り
充
実
し
て
い
る
。
そ
の
設
置
や
改

修
に
は
、
近
隣
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド
が
使
わ

れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
15
回
は
助
成
を
受
け

て
い
る
。

　

ピ
カ
ル
ド
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
機
会
が
多
く
提
供
さ
れ
て
い
る
。
共
有
エ
リ

ア
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

が
お
り
、
毎
週
や
隔
週
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
作

業
日
を
設
け
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
間
を
稼
ご
う
」

と
声
を
か
け
て
い
る
。
月
に
１
回
全
体
の
作
業
日

も
設
け
ら
れ
、
作
業
後
は「
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー

テ
ィ
」が
開
催
さ
れ
る（
写
真
２
）。
ま
た
、
長
年

の
経
験
者
に
よ
る
土
の
手
入
れ
講
座
や
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
教
育
的
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催

さ
れ
て
い
る
。　

（
２
）ビ
ー
コ
ン
フ
ー
ド
フ
ォ
レ
ス
ト

　

大
き
な
公
園
に
隣
接
す
る
市
有
地
に
あ
り
、

ピ
ー
パ
ッ
チ
の
な
か
で
も
最
大
規
模
の
広
さ
を

誇
る
が
、
未
利
用
部
分
も
多
く
、
発
展
途
上
の
庭

で
あ
る
。
個
別
の
区
画
は
30
程
度
で
あ
り
、
そ

れ
以
外
は
地
域
の「
フ
ー
ド
フ
ォ
レ
ス
ト
」と
し

て
機
能
し
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
必
要
な
分

だ
け
と
い
う
原
則
の
下
、
誰
で
も
自
由
に
作
物

を
採
取
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　

学
生
た
ち
が
２
０
０
９
年
に
、
パ
ー
マ
カ
ル

チ
ャ
ー
の
実
証
研
究
と
し
て
設
計
し
た
も
の
を

元
に
、
仲
間
を
募
っ
た
。
土
地
を
所
有
す
る
市

か
ら
は
、
維
持
管
理
な
ど
の
懸
念
が
示
さ
れ
、

地
域
住
民
の
理
解
が
必
要
だ
と
い
う
条
件
が
出

さ
れ
た
。
様
々
な
広
報
活
動
を
行
い
、
４
０
０

人
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
完
成
さ
せ
、
近
隣

マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド
の
助
成
を
受
け
て
設
立

に
至
っ
た
。

　
毎
月
第
３
土
曜
日
に
作
業
会
が
開
か
れ
、
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
い
る
。
作
業
は

班
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
コ
ン
ポ
ス
ト
の
整
理
、

果
樹
園
の
整
備
、
若
者
ガ
ー
デ
ン
の
作
業（
写
真

３
）、
新
し
い
苗
木
の
植
え
付
け
、
新
規
区
画
の

開
拓（
写
真
４
）な
ど
が
行
わ
れ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
個
別
区
画
の
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
近
隣

住
民
や
、
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
メ
ン
バ
ー

な
ど
、
市
内
か
ら
も
幅
広
く
集
ま
っ
て
い
る
。

　

運
営
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
は
新
旧
合
わ
せ
て
15

人
で
、
約
50
人
の
関
わ
り
の
深
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
メ
ン
バ
ー
が
、
各
エ
リ
ア
の
維
持
管
理
を
担
っ

て
い
る
。
ビ
ー
コ
ン
フ
ー
ド
フ
ォ
レ
ス
ト
は
、
毎

年
進
化
し
て
お
り
、
２
０
２
５
年
に
は
、
寄
付

区
画
の
拡
張
、
若
者
ガ
ー
デ
ン
の
新
設
、
12
の

新
し
い
個
別
区
画
の
整
備
も
着
手
さ
れ
た
。

■
ピ
ー
パ
ッ
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
課
題
と
意
義

　
Ｊ
．ホ
ウ（2014

）は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
課

題
を
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
ひ
と
つ

は
、
土
地
の
使
用
に
関
し
て
、
暫
定
利
用
と
位

置
づ
け
ら
れ
や
す
く
、
開
発
計
画
に
よ
り
閉
園

や
移
転
に
直
面
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
近
年
は
、
公
園
の
有
効
活
用
や
、
利
用
者

た
ち
が
関
わ
る
こ
と
で
の
管
理
費
の
減
少
、
公
園

全
体
の
防
犯
の
向
上
な
ど
、
ピ
ー
パ
ッ
チ
に
よ

る
効
用
が
、
近
隣
局
以
外
の
市
の
部
局
に
も
広

く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
公
園
内
に
設
置

さ
れ
る
例
も
増
え
て
い
る（H

ou

＆G
rohm

ann 
2018

）。

　

ふ
た
つ
に
は
、
公
共
空
間
の
私
的
利
用
だ
と

い
う
意
見
が
根
強
く
、
自
治
体
の
予
算
緊
縮
時

に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
意
義
を
証
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

局
面
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
の
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す
る
た
め
の
課
税
案
に
賛
成
し
た
り
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
行
政
や
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

に
よ
る
、
上
か
ら
の
一
方
的
な
都
市
開
発
圧
力

に
対
抗
し
、
市
民
が
行
政
と
協
働
し
て
地
域
を

創
造
し
て
い
く
好
例
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

形
式
化
し
た
住
民
参
加
型
の
開
発
計
画
プ
ロ
セ

ス
と
は
異
な
る
、
自
治
的
で
実
践
的
な
都
市
景

観
形
成
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る（H
ou 2014

）。　

■
日
本
か
ら
の
視
点

　

今
日
、
多
く
の
人
々
の
生
活
は
、
地
域
と
の

関
係
が
な
く
て
も
成
り
立
つ
。
し
か
し
、
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
の
時
期
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
災

害
な
ど
に
よ
っ
て
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
必
要

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
忙

し
い
生
活
の
中
で
、
普
段
か
ら
近
隣
の
つ
き
あ

い
を
す
る
の
は
わ
ず
ら
わ
し
い
。「
地
域
」や「
近

隣
」は
、
自
分
の
喫
緊
の
問
題
で
は
な
い
の
で
あ

る
。

　

今
回
見
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
の
取
り

組
み
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
し
た
い
、
自
分
た
ち

で
野
菜
を
育
て
た
い
な
ど
、
そ
の
一
歩
目
に
は
、

個
人
や
世
帯
の
個
別
の
目
的
が
あ
る
。
近
隣
の

そ
の
庭
に
行
け
ば
、
別
の
人
た
ち
も
各
自
の
目

的
で
そ
こ
に
来
て
い
る
。
そ
の
人
た
ち
と
挨
拶

取
り
組
み
を
支
持
す
る
、
個
人
や
支
援
組
織
が

対
抗
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
よ
う
な
制
度
を
維

持
し
て
き
た
。
市
議
会
に
対
し
て
ガ
ー
デ
ン
を

守
る
た
め
の
発
議
を
行
っ
た
り
、
制
度
を
拡
張

を
か
わ
し
、
手
入
れ
の
工
夫
な
ど
を
教
え
合
い
、

収
穫
物
を
分
け
合
う
と
い
っ
た
関
係
に
発
展
す

る
。
こ
う
し
て
私
的
な
一
歩
か
ら
、
近
隣
と
の

交
流
が
生
ま
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
間
の
設
定
は
、
庭

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
な
る
機
会
を
つ
く

る
。
こ
う
し
て「
私
」的
な
関
わ
り
か
ら
、
近
隣

や
地
域
す
な
わ
ち「
共
」の
関
わ
り
と
な
る
。
ま

た
こ
の
庭
は
、
さ
ら
に
広
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

つ
な
が
っ
て
い
る
。
市
の
近
隣
局
や
、
他
の
ピ
ー

パ
ッ
チ
と
の
交
流
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
の
目

的
が
異
な
る
団
体
と
の
連
携
、
そ
れ
は
広
く「
公

共
」と
の
つ
な
が
り
を
意
味
す
る
。

　

町
内
会
・
自
治
会
へ
の
関
わ
り
は
、
み
ん
な

が
や
る
な
ら
自
分
も
や
る「
み
ん
な
主
義
」と
称

さ
れ
て
い
た（
越
智1990

）。
今
日
で
は
、
地
域

と
の
関
わ
り
が
薄
れ
、
地
域
の
中
に「
み
ん
な
」

が
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
あ
る
な
ら
ば
、
い

く
ら
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
自
分
が
や
る
必

要
は
な
い
。
こ
う
し
て
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
と
な
っ

て
い
く
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
に
は
、「
自
発
的
に

関
わ
る
」き
っ
か
け
を
、
創
り
出
す
し
か
な
い
。

ピ
ー
パ
ッ
チ
の
取
り
組
み
は
さ
ら
に
、
私
→
共
→

公
共
へ
と
参
加
が
進
化
し
て
い
け
る
よ
う
な
設

計
に
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
い

く
つ
用
意
で
き
る
か
が
、
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
の
カ
ギ
と
な
る
だ
ろ
う
。

写真3：若者ガーデンに新しい区画を設置（2026年1月撮影）写真4：新しい個別区画の整備のための
作業（2026年1月撮影）
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最適解の見えない地域状況を再考する論文

■
シ
ア
ト
ル
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
か
ら

　
学
ぶ
こ
と

　
シ
ア
ト
ル
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
と
し
て
、

最
初
に
確
認
し
た
地
区
協
議
会
は
、
シ
ア
ト
ル

市
内
を
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

セ
ン
タ
ー
や
市
の
職
員
を
配
置
す
る
、
地
域
分
権

の
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
住
民
の

人
口
構
成
の
反
映
と
い
う
点
に
お
い
て
、
地
域

の
代
表
組
織
と
し
て
の
真
価
が
問
わ
れ
た
。
関

わ
る
人
び
と
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、
時
間

的
に
も
経
済
的
に
も
余
裕
の
あ
る
人
び
と
の
関

わ
り
が
増
え
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
仕
方
が

な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
シ
ア
ト
ル
市

は
こ
れ
を
是
と
せ
ず
廃
止
し
た
こ
と
が
、
日
本

の
自
治
体
の
政
策
的
方
向
と
は
大
き
く
異
な
る
。

　

日
本
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
は
、
今
ま
さ
に

持
続
可
能
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。
近
隣
マ
ッ
チ

ン
グ
フ
ァ
ン
ド
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
は
、

市
民
の
関
心
か
ら
出
発
し
、
自
発
的
に
取
り
組
む

人
び
と
や
組
織
を
刺
激
し
て
い
る
点
で
、
持
続
可

能
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
制

度
は
、
活
動
者
が
近
隣
の
人
び
と
と
交
流
す
る

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
工
夫
が
さ
れ
て
い
た
。

団
体
に
よ
る
同
等
の
貢
献
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時

間
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
私
的
な
関
心
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
関
与
し
、
さ
ら
に
外
側
の
地
域
組
織

や
行
政
と
の
協
働
に
関
わ
っ
て
い
く
。
ま
た
各

取
り
組
み
は
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
と
い
う
形

で
公
共
へ
と
開
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動

の
積
み
重
ね
が
、
シ
ア
ト
ル
に
お
け
る
そ
の「
近

隣
」ら
し
さ
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
地
域
に
よ
る
差
が

生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
シ
ア
ト
ル
で
は
、
特

に
人
種
に
よ
る
差
を
埋
め
る
た
め
の
措
置
が
多

く
な
さ
れ
て
い
た
。
自
発
的
な
取
り
組
み
を
後

押
し
す
る
一
方
で
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
が
困
難
な
人
々
へ
、
サ
ポ
ー
ト
を
用
意

し
て
い
る
の
が
、
シ
ア
ト
ル
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
策
の
特
徴
と
言
え
る
。

　
「
私
」的
な
関
心
を
刺
激
し
て
自
発
の
活
動
を

促
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と「
共
」の
関
わ
り
を
増

加
さ
せ
、「
公
共
」へ
と
開
い
て
い
く
。
こ
の
よ

う
な
展
開
を
導
く
制
度
を
、
日
本
で
も
効
果
的

に
組
む
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
、

地
域
活
動
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
都
市
部
の
自

治
体
で
は
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
シ
ア
ト
ル
市
の
政
策
が
す
べ
て
正
解
で
、

日
本
も
真
似
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
通
り
に
は
い
か
な
い
こ
と
を
前
提
に
、

市
民
目
線
で
見
直
す
時
機
に
あ
る
と
い
う
こ
と

だ（
補
注
２
）。

【
補
注
】

（
注
１
）ピ
ー
パ
ッ
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
内

容
に
つ
い
て
は
、
シ
ア
ト
ル
市
近
隣
局
の
Ｈ

Ｐ
の
資
料
を
参
照
し
て
い
る
。
事
例
に
つ
い

て
は
、
各
ピ
ー
パ
ッ
チ
の
Ｈ
Ｐ
の
情
報
と
作

業
会
へ
の
参
加
の
経
験
を
も
と
に
記
述
し
て

い
る
。

（
注
２
）本
研
究
は
、JSPS

科
研
費JP23K12626

の
助
成
を
受
け
て
い
る
。
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